
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
開
催

す
。
（
苗
木
等
に
目
印
は
つ
け
て
あ
る
の
で

生
事
業
」
、
カ
ラ
マ
ツ
林
を
達
古
武
地
域
本

ら
い
べ
つ

す
が
、
緑
色
【
雑
草
】
の
中
で
緑
色
【
苗
木

来
の
広
葉
樹
林
へ
復
元
す
る
「
達
古
武
地
域

７
月

日
（
水
）
、
第

回

雷
別
ド
ン
グ

・
稚
樹
】
を
探
す
の
っ
て
大
変
な
ん
で
す

自
然
再
生
事
業
」
が
環
境
省
釧
路
自
然
環
境

15

２

リ
倶
楽
部
を
開
催
し
ま
し
た
。

よ
。
）
先
週
末
か
ら
、
最
高
気
温

度
前
後

事
務
所
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

30

今
回
の
活
動
は
、
昨
年
秋
と
今
年
の
春
に

の
天
候
の
続
く
標
茶
町
、
こ
の
日
も

度
と

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
は
、
夢
ケ
丘
展
望
台
ま

28

広
葉
樹
苗
木
を
植
え
た
箇
所
で
の
下
刈
作

暑
く
な
り
ま
し
た
。
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け

で
約

㎞
の
達
古
武
夢
ケ
丘
歩
道
が
整
備
さ

2.3

業
。

な
い
の
が
熱
中
症
、
水
分
を
十
分
に
摂
り
な

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
下
刈
」
と
は
？

が
ら
、
作
業
を
進
め
下
刈
作
業
は
無
事
終
了
。

こ
の
歩
道
は
、
展
望
台
に
向
か
い
左
は
湿

畑
で
作
物
の
生
育
を
妨
げ
る
雑
草
を
取
り

参
加
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
辛
い
下
刈
り
作
業

地
、
右
は
森
林
に
な
っ
て
い
て
、
所
々
で
山

除
く
除
草
を
行
う
よ
う
に
、
山
に
植
え
た
苗

で
十
分
に
汗
を
流
し
て
頂
き
ま
し
た
。

側
（
森
林
）
か
ら
湧
水
が
湿
地
に
流
れ
て
い

木
の
ま
わ
り
に
も
、
雑
草
や
雑
木
が
茂
っ
て

ま
す
。

き
て
、
苗
木
の
生
長
の
邪
魔
を
し
ま
す
。
こ

普
段
、
活
動
し
て
い
る
雷
別
は
釧
路
湿
原

の
雑
草
や
雑
木
を
刈
払
機
や
鎌
を
使
っ
て
、

へ
流
れ
込
む
河
川
の
源
流
部
に
位
置
し
て
い

刈
取
る
作
業
を
下
刈
と
い
い
ま
す
。

て
ま
す
が
、
下
流
域
の
湿
原
を
見
て
も
ら
い
、

夏
の
暑
さ
の
な
か
、
日
陰
の
な
い
場
所
で

な
ぜ
森
林
再
生
が
必
要
か
を
実
感
し
て
も
ら

の
作
業
で
、
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
こ
と
か

う
た
め
、
こ
の
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
、
湿
地

ら
、
蜂
の
巣
に
近
づ
い
て
し
ま
い
蜂
に
襲
わ

の
植
物
を
観
察
し
、
ホ
ザ
キ
シ
モ
ツ
ケ
等
開

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
な
作
業
で
す
。

花
し
て
い
る
も
の
を
数
種
類
確
認
。
森
林
か

ら
湧
き
出
る
澄
ん
だ
水
、
そ
の
水
の
ま
わ
り

で
育
つ
湿
地
の
植
物
を
目
の
前
で
見
て
も
ら

い
、
雷
別
で
の
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
釧
路
町
の
達
古
武
湖
畔
に

あ
る
達
古
武
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
へ
移
動
し

ま
し
た
。

こ
の
周
辺
は
、
釧
路
湿
原
国
立
公
園
の
特

別
地
域
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
電
信
柱
も
景
観
に
配
慮
し
焦
げ
茶
色
に
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
全
員
草
刈
り
鎌
を
持
っ
て
、
作
業

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
の
活
動
は
釧
路
湿

開
始
。
小
さ
な
苗
木
と
自
然
に
生
え
て
き
た

原
自
然
再
生
事
業
の
取
組
の
一
つ
で
す
が
、

稚
樹
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
雑
草
と
間
違

達
古
武
湖
周
辺
で
も
、
多
様
な
水
草
の
生
息

わ
な
い
よ
う
慎
重
に
作
業
を
進
め
て
い
き
ま

環
境
の
再
生
を
目
指
す
「
達
古
武
湖
自
然
再

下刈開始（笹や雑草がいっぱい）

この大きな葉は何でしょうか？

下刈終了（すっきり）
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木

材

利

用

よ
う
な
色
）
の
渋
い
、
古
め
か
し
い
客
車
が

信
州
に
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が
あ

貨
車
と
繋
が
れ
、
走
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

る
よ
う
に
、
北
海
道
に
も
カ
ラ
マ
ツ
、
ト
ド

昨
年
８
月
の
林
野
庁
情
報
誌
「
林
野-

Ｒ

い
ま
せ
ん
か
。

マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
あ
る
の
で
す
が
。

Ｉ
Ｎ
Ｙ
Ａ-
」
に
、
し
な
の
鉄
道
の
観
光
列

車
内
は
、
入
口
の
引
き
戸
、
壁
、
床
、
座

車
「
ろ
く
も
ん
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

席
の
背
も
た
れ
、
肘
掛
、
窓
枠
が
木
製
で
、

列
車
の
内
装
に
、
地
元
長
野
県
産
の
カ
ラ

ニ
ス
塗
り
さ
れ
て
い
て
、
重
厚
感
が
あ
り
ま

マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
と

し
た
。

い
う
内
容
。
最
近
テ
レ
ビ
で
「
ろ
く
も
ん
」

照
明
は
白
熱
灯
、
網
で
作
ら
れ
た
網
棚
（
網

を
見
ま
し
た
が
、
新
車
で
は
な
く
既
存
の
車

棚
の
棒
も
木
製
で
し
た
。
）
、
車
内
の
入
口
の

両
を
改
造
し
た
も
の
で
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

壁
に
は
、
木
製
の
額
が
あ
り
鉄
道
路
線
図
が

気
、
明
る
い
感
じ
、
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
、

貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

木
材
を
使
う
だ
け
で
、
３
つ
扉
の
電
車
が
こ

今
と
比
べ
る
と
驚
く
ほ
ど
、
内
装
に
木
材

こ
ま
で
変
身
す
る
の
で
す
か
ら
、
び
っ
く
り

を
多
く
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

で
す
ね
。

ら
木
の
香
り
が
す
る
こ
と
は
な
く
、
床
板
に

塗
ら
れ
た
油
の
臭
い
が
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
最
近
は
、
反
対
側
の
ド
ア
が
開
い

た
等
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当

時
の
客
車
の
ド
ア
は
手
動
開
閉
な
の
で
、
走

行
中
で
も
片
側
ど
こ
ろ
か
両
側
開
い
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
連
結
部
分
も
解
放
さ
れ
て
お

り
、
先
頭
車
な
ら
牽
引
し
て
い
る
機
関
車
が

丸
見
え
、
最
後
尾
な
ら
列
車
後
方
の
風
景
が

楽
し
め
る
展
望
台
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。（
冬

は
雪
が
吹
き
込
ん
で
い
た
。）

今
後
の
予
定

こ
の
客
車
に
か
わ
り
、
非
電
化
路
線
の
多

い
北
の
鉄
路
の
主
役
に
な
っ
た
の
が
、
デ
ィ

＊
カ
ラ
マ
ツ
球
果
の
成
熟
度
調
査

ー
ゼ
ル
車
。
現
在
、
道
内
ロ
ー
カ
ル
線
で
活

躍
中
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
キ
ハ

形
の
後
継
車

＊
８
月

日
（
水
）

40

26

鉄
道
車
両
に
木
材
を
使
う
の
が
と
て
も
斬

が
開
発
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

中
茶
安
別
小
中
学
校

新
に
感
じ
ま
す
が
、
昔
は
、
内
装
ど
こ
ろ
か

と
い
う
こ
と
は
、
新
型
車
両
は
観
光
列
車

夏
の
学
校
林
活
動

車
体
そ
の
も
の
が
木
製
で
し
た
が
、
木
造
客

や
豪
華
列
車
で
は
な
く
、
通
学
や
通
院
等
に

車
の
脆
弱
性
、
安
全
対
策
等
か
ら
、
鋼
製
車

利
用
す
る
一
番
身
近
で
、
道
民
の
足
と
な
る

＊
８
月

日
（
日
）

30

両
の
新
製
（
昭
和
２
年
か
ら
）
、
木
造
車
の

も
の
。

京
都
大
学
学
生
実
習

鋼
体
化
（
昭
和

年
か
ら
）
に
よ
っ
て
、
国

北
海
道
の
車
両
な
の
で
、
雪
や
寒
さ
に
強

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
）

24

鉄
で
は
昭
和

年
頃
に
木
造
車
は
営
業
車
か

い
も
の
を
作
る
の
で
し
ょ
う
が
、
車
内
の
片

30

ら
姿
を
消
し
た
よ
う
で
す
。

す
み
に
北
海
道
産
の
木
材
を
使
う
こ
と
は
で

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供
を

し
か
し
、
内
装
は
別
で
、
電
車
、
デ
イ
ー

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
？

行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ゼ
ル
車
の
普
及
で
、
客
車
の
列
車
は
少
な
く

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
無
味
乾
燥
の
車
内
と

随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下

な
り
ま
し
た
が
、
釧
網
本
線
に
昭
和

年
１

ち
が
っ
て
、
木
の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
り
、
和

さ
い
。

59

月
ま
で
、
茶
色
（
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

み
ま
す
よ
。
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当時販売していた記念切符、茶
色の客車が連結されています。

キハ○○といわれて

もピンときませんが、

こちらがキハ 40


